
介助用ヒップベルトの機能 

車いす上（椅子上）の座位修正 

介助用ヒップベルトの滑り止

め部分を内側にして、半分に

折ります。 

ベルトの赤い縁側を臀部側

にして、ベルトの中に手を入

れて、対象者の左右の大腿

部の間に差し込みます。 

右を向いてもらって、左肩の

下にベルトを挿入し、左肩を

被うようにベルトをかけ下さ

い。反対側を向いてもらって、

右肩にもベルトをかけて下

さい。 

顔を横に向けると、その反対

側の肩が少し浮きます。そ

のために、ベルトの挿入が容

易になります。 

ベルトの端を持って、片

方ずつ斜め前方に、交互

に軽く引っ張ると、ゆっ

くりと前傾させる事が出

来ます。 

両手でまっすぐ前方に引

っ張るのではありません。 

大腿部を座面から少し浮

かせて、介助用ヒップベ

ルトを、大腿後面から体

側に沿わせるように、敷

きこみます。介助で大腿部

を浮かせベルトを挿入しな

ければならない時は、中腰作

業にならないよう注意して

下さい。 

対象者を斜め前方に傾けて

支え、その反対側の介助用

ヒップベルトの端を把持して

脊柱に対して、斜め

上方にゆっくりと軽

く引き上げます。こ

の作業は、前方への

ズレの大きい側を先

に行います。一気に

大きく動かすのではなく、同

じ作業を左右交互に、ゆっく

り数回繰り返します。この動

きは、私たちが椅子上で座り

直しをする時の、自然な動き

をイメージして下さい。 

● 椅子、車いす上の座位修正介助に、主に使用します。 

● ノルデックスライドと併用する事により、ベッド上での上方への位置修正の介助が容易になります。 

仙骨座り（すべり座り）になった座位姿勢を修正します。 

前傾姿勢をとらせたい時 
一般的な介助法で前傾姿勢をとらせにくい場合 

介助用ヒップベルト 

品　番 

　幅 

長　さ 

重　量 

材　質 

 

1846

表材／綿ツイル 
裏材／すべり止め材 

90～160mm 

1680mm 

155g

¥5,145（税込） 
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ＭＴＳ移乗用具のメーカー（ＧＳＩ社・ノルウェー）より理学
療法士のＴｈｙ氏を迎え、移乗動作の理論と用具を使用し
た移動・移乗介助の演習を行ないます。 

講　師：Ｏｌｅ Ｌｉｎｄａｈｌ Ｔｈｙ氏（理学療法士） 

会　場：川村グループ本社 
　大阪府大東市御領1-12-1 

日　時：１０月１０（日）１０：００～１５：００ 

内　容：〈午前〉移乗動作概論 
 〈午後〉ＭＴＳ移乗用具を使用しての移乗動作演習 

対　象：看護・介護に関わっておられるケアワーカーの方 
  （看護師・保健師・介護福祉士　など） 

定　員：３０名 

費　用：２，０００円（昼食代含む） 

最初に、良い作業姿勢を確保するために、ベッドの高さを調整します。 

対象者の肩先と枕の間に隙間を作って、上方への移動の準備をします。ノルデックス

ライド（ショートorミディー）を、輪が上下になる方向に、臀部から背中にかけて敷き込

みます。 

両膝を立てて、介助用ヒップベルトの赤い縁側を臀部に沿うように置きます。ベルトの

両端を体の前でクロスして重ねます。 

介助者が下肢を、静かに伸ばします。 

ベッド上での上方への位置修正（全介助で行う場合） 
ベッドの背上げ機能の利用などにより、足もとにずれてしまった対象者を上方に位置修正します。 

ノルディックスライド 

品　番 

モデル 

外形寸法 

質　量 

材　質 

5148 
ショート 

全長60×幅74cm 
340g

¥16,800

5149 
ミディ 

全長80×幅74cm 
450g

¥18,375（収納・持ち運 
び用パック付） （税込） （ 税込） 

裏布 ポリエステルニット　内布 ポリアミド特殊加工布　中綿 ポリエステル 

＊イラストの都合上ベッド柵、フットボードを外しています。 

ＭＴＳ移乗用具セミナーのご案内 

講師略歴： 
～１９８７　　デンマーク・オーフス大学にて理学療法専攻終了後、大

学院にて人間動作学、口頭伝導トレーニング、車いす座位、

姿勢学、体位移乗学を学ぶ 

１９８７～８８　デンマークの一般病院、ノルウェーのリハビリセンター・

一般病院で理学療法士として勤務後、１９８９～９１テクニ

カルセンターにて理学療法アドバイザー 

１９９５～２００２　HandCare　ASA社にて車いすシーティング姿勢部門

の教育係（内１年はHandiCare DeuschlandGmbH社

にて教育マネージャー） 

２００２～　　GSI社MTS移乗用具の製品・教育マネージャー 

お問合せ　パシフィックサプライ（株）マーケティング室 

TEL 072-875-8013　FAX 072-875-8017 

E-mail　a-kitada@p-supply.co.jp　　　担当　北田 

 

対象者の右側から介助する場合、右手でベルトの重ね合わせた部分を把持し、左手は

ベッドのヘッドボードを持つか、マットレスに手をついて構え、介助者の右足から左足

に重心を移動する事によって、静かに上方に引き上げます。腕力で引っ張るのではあ

りません。緩やかに少

しずつ動かす事が大

切です。 

テクニカルインフォメーション　補助器具相談室　山下和子 
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